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論文内容の要旨

本研究は，自動車車体の軽量化を目的とした鋼板ノマネルの薄肉化に関して，張り剛性および耐デント

性について実験的およひ理論的に究明したもので， 6 章から成っている。

第 l 章では，自動車外板パネルを強く押したり，飛び石が当ったりした場合に発生するくぼみ，すな

わち，デント現象と鋼板薄肉化に関する研究の現状と本研究の目的について述べている。

第 2 章では，パネルのたわみ挙動ならびに静的デント特性に及ぼす鋼板の板厚，降伏強度，パネル形

状等の影響について調査し，たわみの節の概念を導入することによって，たわみおよびデント現象がよ

く説明できることを示し，さらに耐デント性と鋼板の板厚および降伏強度との関係を表す定量的な経験

式を導き，鋼板の薄肉化による耐デント性の劣化を鋼板強度の増加によって補う場合の基本的な考え方

を示している。

第 3 章では，鋼球をパネル上に落下させて動的デント特性に検討を加え，板厚の景完警は付力日エネルギー

とパネルの曲率によって複雑に変化し，静的デントの場合とは逆に薄肉化によって耐デント性が向上す

る領域が存在することがあり，これらの現象はたわみの挙動を詳細に解析することによって説明される

ことを示している。

第 4 章では，薄肉化に関連するプレス成形上の問題点として，ショックラインと押しきずをとりあげ，

これらに対する板厚と鋼板強度の影響を明らかにしている。

第 5 章では，耐デント性の改善を目的として，プレス成形時には軟かく，塗装後の焼付処理によって

硬化型鋼板に関する検討を行い，焼付硬化性は炭素量の低減，リンの添加等によって向上し，マンガン

の増加によって劣化することを示し，実生産設備による実用化に成功し， 4""""'6kgf/mIIÎの焼付硬化量



を得ており，常温時効性の許容限界内で期待できる焼付硬化の最大値が 6 kg f /rnrB程度であり?この程

度の硬化量が耐デント性の改善に関して工学的に大きな意義を有することを明らかにしている。

第 6 章は総括であり，本研究で得られた結果を取りまとめている。

論文の審査結果の要旨

自動車車体の軽量化を目的とした鋼板パネルの薄肉化を進んでいるが，張り剛性や耐デント性の低下

が問題となっている。デントは自動車外板に局所的に静的または動的な荷重がかかった場合に発生する

くぼみのことであるが，本研究は，このデント現象を中心としてパネルの薄肉化に関して力学的ならび

に材料学的に検討を加えたもので，得られた成果を要約すると以下のようになる。

(1) 静的に荷重を加えた場合のデント特性に及ぼす鋼板板厚，降伏強度および、パネル形状の影響を調べ，

たわみの変曲点の挙動を考慮することによって，たわみおよびデント現象が説明できることを示し，

耐デント性と鋼板板厚および降伏強度の関係式を求めている。

(2) 動的に荷重を加えた場合については，デント特性に及ぼす板厚の影響は付加エネルギーおよび、パネ

ル曲率によって複雑に変化し，静的デントの場合とは逆に薄肉化によって耐デント性が向上する場合

があり，たわみの動的挙動を解析することによって説明できることを明らかにしている。

(3) 薄肉化にともなうプレス成形上の問題としてショックラインと押しきずに対して実験的検討を加え，

鋼板の板厚と強度の影響を明らかにしている。

(4) 耐デント性の改善を目的として，プレス成形時に加工しやすく，塗装後の焼付処理によって硬化す

る焼付硬化性鋼板の研究を行い実生産設備での実用化に成功している O 焼付硬化性は炭素量の低減

およびリンの添加によって向上し マンガンの増加によって劣化すること，また 熱間圧延後の高温

巻取りおよび冷却後の高温焼鈍によって向上することを明らかにしている。

以上のように，本論文は鋼板パネルの薄肉化について工学的ならびに工業的に有用な新知見を得てお

り，金属材料工学および塑性加工学に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あ

るものと認める。
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